
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
  
 
 

 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ７月２９日（土）東北町浜台キャンプ場にて「わかさぎマラソン」に団員１０名 
・育成母集団員７名合計１７名が参加しました。日頃から、活動に参加している方 

々で日頃の成果を十分に発揮していました。ファミリー賞には、谷地家、宮川家、 

能登谷家の３家族が受賞。また、一人一人が目標タイムに向かって最後まで走りと 

おしました。 

 会場にはゲストで瀬古利彦さんが来て、いろいろな話を聞くことができ、団員を 

はじめ、育成母集団、指導者にとっても参考になることばかりでした。 
 
【大会記録】 
中 学 校 女 子 ３ k m 下田 佳澄 １７分１９秒   小学男子４～６年３km 谷地 大輝 １３分５７秒 
小学男子１～３年２km 木村 陸人 ８分３４秒 宮川 英治 ９分５４秒 川畑 瑛資 １１分０７秒 
小学女子１～３年２km 谷地 純加 １０分５４秒 
フリー２ｋｍ  宮川 信行 １０分０５秒  宮川奈津子 １０分３３秒  能登谷昂毅 １０分４８秒 
        宮川 正道 １１分１２秒  下田  登  １１分５３秒  木村めぐみ １２分０４秒 

谷地 弘美 １３分２２秒  （谷地快斗） 同 左    能登谷ゆみ子１５分０２秒 
        能登谷鞠菜 １９分２０秒 能登谷 清 １９分２１秒

 ８月１日から３日までの２泊３日、東北町北総合公園で陸上競技クラブの強化合宿を行いました。 
対象は４年生以上ということで中学生２名、６年４名、５年２名、４年２名計１０名で行いました。 
また、上北中の新山昌悟君と上北小の新山昌鷹君も一緒に参加しました。 
 指導者の立場から『目標を持って自分から取り組む』をもとに今回の合宿がスタートしました。 
練習内容はいつもの活動とは違い厳しいものでしたが、団員一人一人が自分の目標に向かって取り組 
んでいました。合宿中に梅雨明けを向かえ、２日目からは気温が高くなりましたが暑さに負けずに頑 
張ることができました。日に日に筋肉痛に襲われた団員達。誰一人弱音を吐く団員はいませんでした。 
また、食事も残すことなく最後までしっかりと食べ強い体作りにも励みました。 
【参加団員の記録から】 

「今回の合宿の目標は『自己記録を更新する』ということでした。３日間の合宿を振り返ってみて、２日 
目の１００ｍインターバル３本を３セットやったり、その日の午後は３０ｍダッシュを１０本やったりと 
ハードな練習でした。９月１８日の県大会では、１５秒を切れるように走りたいと思います。」 小６谷地君 
                 「今回の合宿目標は『１．短距離の目標１３秒を切るようにする。２．礼儀正しくする』ことでした。

インターバルトレーニングでは、最後まで走り切ることができなく残念でした。また、目標にしてい

た１３秒を切ることもできませんでした。２泊３日の合宿では、礼儀正しくできたと思います。９月

の新人戦は１００ｍ１３秒切れるように練習に励みたいと思います。」中１原子君 
 

合宿に協力してくれた育成母集団員の皆様には感謝申し上げます。また、参加したことで団員の新 
たなことを見つけた合宿にもなったと思います。これからも育成母集団の皆さん、尾駮スポーツ少 
年団の育成及び団員の育成にご協力をお願いします。 
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【編集後記】 
『後援会』と『育成会』と『保護者会』の違いって？ 

 スポーツ少年団や中学校の部活などで「後援会」とか「保護者会」などという言葉を耳にし

ます。では、「後援会」「育成会」「保護者会」とは実際どのようなことをする組織なのでしょう

か。 

言葉の意味で考えてみると後援会は「スポーツ団体など特定の個人や団体活動を資金面など

で援助する組織」。育成会は「子供を育て上げること、育てて立派にすることを目標とした組織」。

保護者会は「加入していている子どもの保護者の集団」です。このことから考えて見るとスポ

ーツ少年団の活動は「育成」がふさわしいことになり、「スポーツを通じて子供を育て上げるこ

と」が目標となります。 

類義語から見ても「後援」では「応援」「加勢」「助成」「援助」などがあります。「後援会」

は子供を応援し、助成や援助を行なう組織なのです。 

「育成」はそれとは違い、類義語は「養う」「養成」などがあり、基本的には少年団に入った

子供達を育てていくということです。この言葉を踏まえて尾駮スポーツ少年団の育成母集団の

意義を考えてみましょう。 

自分の子供だけと考えるのではなく、団員のことまた団全体を考えていくことになります。

後援会と違い少年団に対しいろいろな建設的な考えや意見を出し合い、加入団員が健全育成に

育っていくようにするのが育成会（育成母集団）なのです。 

そのためには、普段の活動はもちろんのこと、各種大会に参加した団員達の姿も見て欲しい

と思いますし、自らの活動に対しての参加が重視されてきます。「保護者会員」ではなく、「後

援会員」でもなく、「育成会員」の一人としてこれからも団の育成の協力をお願いします。 

退団のお知らせ 
尾駮小学校を１学期いっぱいで転出す

ることになったため、次の団員が退団す

ることになりましたのでお知らせしま

す。 
 
【団員】 
２年 平尾侑希さん 宮川英治君 
３年 木村匡孝君  星梨咲子さん 
４年 星結香子さん 木村妃那さん 
５年 宮川信行君 
【育成母集団員】 
平尾正典さん 平尾満里子さん 
宮川正道さん 宮川奈津子さん 
星勝哉さん  星まゆみさん 
木村将彦さん 木村厚子さん 
 
短い間でしたが、参加・ご協力ありが

とうございました。新しいところでも元

気にスポーツを通じて健全育成に努めて

下さい。 


